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研究成果の概要（和文）：言語の活力がその内的多様性に支えられているとすれば、標準語文法とともに、方言文法の
記述は極めて重要である。現在、世界中で消滅の危機に瀕した言語や方言の記録保存の必要性が叫ばれている一方、人
々の移動の激しさが加速化している。国内における日本語の未来を考えるにあたって、人間のコミュニケーション活動
の基本的単位である文の構造に関する調査研究を実施することにより、そのバリエーションのあり様を分析した。

研究成果の概要（英文）：The description of various grammatical structures of the dialects as well as the 
standard language is important, since vitality of language is supported on the internal diversity. 
Currently, the intensity of the movement of people has been virtualized. The documentations of the 
Japanese endangered dialects has become important. Sentence is the basic unit of human communication 
activities. In order to think about the future of Japanese language, this descriptive study of the 
variation of the syntactic structure was carried out.

研究分野： 日本語学、言語接触論
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１．研究開始当初の背景 
言語の活力がその内的多様性に支えられて
いるとすれば、標準語文法とともに、方言文
法の記述は極めて重要である。 現在、世界
中で消滅の危機に瀕した言語や方言の記録
保存の必要性が叫ばれている。日本国内の諸
方言のみならず、海外の日系民社会において
日本語諸方言あるいは沖縄諸方言がどのよ
うな変容過程にあるかの考察も重要である。 
 
２．研究の目的 
『現代日本語ムード・テンス・アスペクト論』
（ひつじ書房、2014 年）を公刊し、標準語、
諸方言、海外の日系民社会における日本語の
バリエーションの述語構造の分析を行った。
述語は文構造の中核にあり、標準語に比べて、
東北から沖縄に至る日本語ならびに琉球語
諸方言の述語構造における形態論的形式は
豊富である。一時的出来事か恒常的特性かを
表し分ける時間的限定性や、話し手自身が直
接目撃（経験）したことか間接的証拠に基づ
いて推定したことかという情報の根拠を示
すエビデンシャリティを表し分ける形式が
発達している。これに対して非述語成分であ
る主語や補語における形態論的形式は単純
である傾向が見られる。このことから、述語
構造との関係の中で、主語や補語の構造の分
析を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）研究代表者の母語である愛媛県宇和島
方言を中心にしつつ、東北諸方言や琉球諸方
言の談話録音データの文字化を行って、談話
構造のなかでの文構造を分析する。国内の諸
方言のみならず、南米（ブラジル、ボリビア）
の日系移民社会ならびに沖縄系移民社会に
おける日本語諸方言や琉球語諸方言とポル
トガル語、スペイン語の接触状況を視野に入
れて、既に録音された談話データにおける文
構造にも注目する。 
 
（２）以上の分析を行うにあたって、標準語
における談話構造の中での文構造と比較対
照するとともに、世界の諸言語を対象とする
言語類型論的観点ならびに言語接触論的観
点からの研究成果を参照する。 
 
４．研究成果 
（１）人間のコミュニケーション活動の基本
的単位は文であることから、文構造の分析が
重要になるが、文は常に談話構造のなかにあ
る。従って、談話構造との有機的結びつきの
中で文構造の分析を行うことが必要不可欠
である。このことから、述語構造との関係の
なかで主語や補語の分析を行う前提として、
文構造全体と談話構造との関係の分析を先
行させることにした。その具体的事例として、
標準語のノダ文を対象にして、談話構造のな
かで、時間的限定性とノダ文との関係性を分
析した。時間的限定性のある＜完成―継続＞

のアスペクト対立は、テクストの＜継起―同
時＞という時間構造を形成する。完成相は、
形 式 上 は 無 標 で は あ る が 、 an event 
sequencer という最も重要なテクスト的機能
を果たすのである。このような事象間の時間
構造が重要であることに間違いはないが、同
時に、事象間の＜因果関係（条件づけ・条件
づけられ）＞や、＜意義づけ＞＜一般化＞＜
具体化＞＜精密化＞といった論理構造も複
合化される。「ノダ」を伴う文が、このよう
な条件付けを含む論理構造を形成すること
に間違いはないが、「ノダ」を伴わない文に
おいても、時間的限定性の有無によって、こ
の論理構造は形成される。しかも、この場合
は、＜説明され―説明＞の構造でも＜説明―
説明され＞の構造でもよい。有標の「ノダ」
を伴う文は、無標形式の文では表現できない
説明の構造（論理構造）の一部を担っている。 
 
（２）構文論研究の方法論を検討すため、 
鄭相哲（韓国外国語大学教授）、佐藤里美（元
琉球大学教授）、八亀裕美（甲南大学教授）、
宮崎和人（岡山大学教授）、山東功（大阪府
立大学教授）、小林英樹（群馬大学教授）と
の共同研究会を開催し、「奥田靖雄著作集刊
行記念国際シンポジウム」（2014 年３月７日、
大阪大学）において、奥田靖雄自身が「構文
論研究の段階」とする第４期のなかの初期に
あたる３つの論考（「文のこと―文のさまざ
ま(1)」「文の意味的なタイプ―その対象的な
内容とモーダルな意味とのからみあい―」
「おしはかり」）を取り上げ、文の基本的な
本質的特徴として、①文の対象的な内容と陳
述性、②陳述性の中核にあるモダリティーと
モダリティーの土台にあるモーダルな意味、
③文の対象的な内容とモーダルな意味の相
関性、④モーダルな意味による文の分類があ
ることを示した。あわせて、文の対象的内容
を一般化するにあたっては、まずは主語と述
語の両面において意味的なタイプに一般化
する必要があること、また談話構造のなかで、
ダロウを伴う文の意味構造が変容していく
ことを確認した。 
 
（３）国内の諸方言における文構造の分析を
行うにあたっては、南米の日系移民社会、沖
縄系移民社会において既に録音・文字化して
いた談話構造を分析することが有益である
という観点から、森幸一（サンパウロ大学教
授）、山東功（大阪府立大学教授）、李吉鎔（（韓
国）中央大学校教授）、朴秀娟（神戸大学専
任講師）との共同研究会を行った。その過程
で、日本語や沖縄方言とポルトガル語やスペ
イン語との複合的な接触状況の分析にあた
っては、社会的、文化的、心理的側面を総
合化することの重要性が明らかになり、共
著として『日系移民社会における言語接触の
ダイナミズム ブラジル・ボリビアにおける
子供移民と沖縄系移民』を公刊した。第 1 章
では、本調査研究における新たな視点とその



成果を述べている。注目したのは＜子供移民
＞と＜沖縄系移民＞の存在である。第 2 章で
は、第 3 章～第 5 章における考察の前提とな
る本調査研究の特徴を述べている。①言語生
活調査、②談話録音調査、③文献の掘り起こ
し調査という３つのタイプから成るが、これ
らは相互補完関係にあり、言語接触と言語移
行の過程を言語的側面と歴史社会的側面か
ら総合的に考察するために必要不可欠なも
のであった。第 3 章では、現地生まれの 2 世
ではなく、言語形成期以前に渡航した＜1 世
子供移民＞から、日本語から現地語（ポルト
ガル語やスペイン語）への言語移行が、急激
にあるいは緩やかに起こってくることを指
摘している。子供を伴った家族移民であった
というブラジルへの日本人移民の最大の特
色が、日本語と現地語の言語接触と移行のダ
イナミックな様相を提示するのだが、この点
は、北米の場合とは大きく異なるものであり、
言語移行プロセスのモデル化において重要
になる。第 4 章では、第 3 章における重要な
分析結果の１つである＜子供移民＞の存在
意義をうけて、これまで安易に使われてきた
1 世、2 世といった分析指標では、ブラジル
日系人をめぐる言語状況とエスニシティー
の分析は不可能であることを示している。 
第５章では、本土系移民とは異なる沖縄系移
民コミュニティーにおける３言語接触とエ
スニックアイデンティティーの複合性の問
題を考察している。最後に、補遺として、ボ
リビアの沖縄系移民コミュニティーにおけ
る談話録音調査の一部を CD-ROM として入
れている。 
 
（４）『現代日本語ムード・テンス・アスペ
クト論』で分析した時間的限定性について、
鄭相哲（韓国外国語大学教授）との共同研究
を行い、韓国済州島方言との比較を視野に入
れて分析し、国際学会で研究発表を行った。
『現代日本語ムード・テンス・アスペクト論』
では、日本語の標準語には、一時的事象か恒
常的事象かをマークする形態論的形式はな
く、形容詞では「は」と「が」の違いとして、
あるいは語彙的意味の違いとして表現され
る一方、諸方言には形態論的形式があること
を指摘した。時間的限定性がどのようにマー
クされるかについて、東北方言、沖縄の与論
島方言、韓国済州島方言を比較対象すると、
３つのパターンが認められる。東北方言では、
一時的事象であることがマークされ、与論島
方言では、一時的事象であることが話し手の
目撃性（体験性）と絡み合ってマークされる。
一方、済州島方言では、２つの異なった形式
である[handa] [ hayemcheo]が形容詞に接
続し、前者は恒常的事象であることを明示し、
後者は一時的状態であることを明示する。な
お、この時間的限定性に関わっては、談話論
的、構文論的、形態論的、語彙論的観点を総
合化して、５名の執筆者による共著として出
版予定であり、平成 25 年度～平成 27 年度に

かけて、年５回のペースで合同研究会を開催
した。 
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